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CI冊の道筋
米国に見る光と影国

「
実
は
、
土
木
工
事
へ
の
B

I
M
(ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン

グ
)
導
入
に
は
大
き
な
壁
が
あ

っ
た
」
と
解
説
す
る
の
は
米
国

オ
i
ト
デ
ス
ク
建
築
事
業
開
発

担
当
の
ケ
ン
・
ス
ト
ウ
氏
。
米

国
の
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

分
野
を
問
わ
ず
B
I
M
が
普
及

し
て
い
る
が
、
土
木
は
緒
に
就

い
た
ば
か
り
。
普
及
が
遅
れ
た

E~T.冨口E冨~T冨「冨，~T~T_T_T冨，_'Z'_T_I冨

内在する土木の「壁J
原
因
は
何
か
。

土
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
道
路

事
業
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

施
工
区
闘
が
長
い
た
め
に
工
事

が
分
割
さ
れ
、
部
分
的
に
進
め

ら
れ
る
。
全
体
完
成
が
ゴ
l
ル

だ
と
す
れ
ば
「
そ
の
過
程
で
ワ

ー
ク
フ
ロ
ー
が
途
切
れ
て
し
ま

条っかウろ異う
溜./湛附要建件てい氏向性

弔問…一一一…、 、臨品舗轟轟輔さ党三築が取 、はきがそ
の、り関強に

米国でも土木工事への BIM導入は よ障組係調さ B し
緒に就いたばかり う害む者すせ Iた

こ効ですめつジしか者ジすロとにに Bがるた M 土
う果はがてなタやつはエれセし構な Iひ oL-の木
しは得、意がルすてそクばスて造つ M と自と導工
た薄ら部昧つ情いまれト、が生物たのつ的、入事
土いれ分をて報 O いに関プ完産単 O必ににスをの
木 Oる的成初はデ進向係ロ結プ体 要な向ト後特

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
内
在
す
る
情

報
伝
達
を
遮
る
「
壁
」
を
、
い

か
に
克
服
す
る
か
。
そ
れ
は
C

I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

.
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ

デ
リ
ン
グ
)
普
及
の
課
題
で
も

あ
る
。近年
の
米
国
で
は
、

B
I
M

を
導
入
し
た
土
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は

ユーザーの導入事例を基に
分析するストウ氏

気
に
広
が
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
」
と
考
え
て
い
る
。

C
A

D
ベ
ン
ダ
ー

n社
で
構
成
す
る

O
C
F
が
2
0
1
4年
4
月
に

新
組
織
『
オ
ー
プ
ン
C
I
M
フ

ォ
ー
ラ
ム
』
を
発
足
さ
せ
る
の

も
、
普
及
に
は
「
デ
!
タ
連
携

に
潜
む
シ
ス
テ
ム
上
の
課
題
解

決
が
急
務
で
あ
る
」
か
ら
だ
。

米
国
で
B
I
M
の
考
え
方
が

試
さ
れ
る
国
交
省
の
本
気
度

事
業
の
発
注
形
態
と
深
く
関
係

し
て
い
る
。
導
入
案
件
に
は
設

計
・
施
工
一
括
(
デ
ザ
イ
ン
ビ

ル
ド
ハ
D
B
)方
式
が
目
立
ち
、

し
か
も
事
業
全
体
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
P
M
r
(プ
ロ
グ
ラ

ム
マ
ネ
ジ
ャ
ー
)
を
雇
い
入
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
彼
ら

は
錯
綜
す
る
事
業
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
手
段
と
し
て
、

B
I
Mを

採
用
し
て
い
る
の
だ
。

米
国
と
明
ら
か
に
異
な
る
の

は
、
日
本
が
国
土
交
通
省
(
発

注
者
)
主
導
で
導
入
を
進
め
て

い
る
点
だ
。
調
査
団
の
福
地
良

彦
オ
ー
プ
ン
C
A
D
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
評
議
会

(
O
C
F
)
C
I

M
技
術
参
与
は
「
C
I
Mは一

注
目
さ
れ
た
の
は
均
年
ほ
ど

前
。
成
果
が
顕
著
に
現
れ
や
す

い
建
築
分
野
で
は
、
施
主
が
効

果
を
認
識
し
、
自
ら
導
入
を
求

め
る
動
き
に
発
展
し
て
い
る
。

ス
ト
ウ
氏
は
「
こ
れ
ま
で
土
木

工
事
で
は
実
績
が
な
く
、
米
国

の
発
注
者
は
導
入
の
根
拠
を
見

い
だ
せ
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。

こ
こ
に
来
て
成
功
事
例
が
出
て

き
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
重
い

腰
を
上
げ
始
め
た
」
と
説
明
す

る。
c
I
M
の
考
え
方
が
打
ち
出

さ
れ
、
ま
だ
2
年
に
満
た
な
い
。

国
交
省
は
設
計
か
ら
施
工
へ
と

足
早
に
試
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
て
い
る
。
米
国
で
は

日
年
以
上
の
歳
月
を
経
て
、
土

木
の
B
I
M
が
動
き
出
し
た
だ

け
に
、
そ
の
歩
み
は
明
ら
か
に

速
度
が
違
う
。
発
注
者
主
導
で

突
き
進
む
日
本
。
国
交
省
の
本

気
度
が
試
さ
れ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
一
歩
先
を
行
く

米
国
に
対
し
て
「
追
い
つ
け
な

い
こ
と
は
な
い
」
と
は
調
査
団

の
共
通
認
識
。
彼
ら
に
は
、

c

I
M普
及
へ
の
道
筋
が
見
え
て

い
る
。

(
お
わ
り
・
西
原
一
仁
)

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
⑬建設通信
16.建設工業

P3 タ)

CsUser0
新規スタンプ


